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千々布 敏弥

次期学習指導要領をめざした
学校経営の在り方



2

カリキュラムに学⼒観を位置づける

⾼次の資質能⼒
わかる

⾒⽅・考え⽅
使える

「個別最適な学びと協働的な学びの⼀体的な充実」のためのサポートマガジン『みるみる』
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/senseiouen/mext_00001.html

個別最適
⾃由進度
協働的学び

知っている・できる

⾼次の資質能⼒

資質能⼒
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⽅略獲得が中⼼
の教科
＝並⾏関係

概念獲得が重要
な教科
＝並列関係

授業で⾏っていること
授業で観察されること

教師の授業観

教師の教育観

授業観を氷⼭モデルで考えると
知識伝達、講義、グループ協議

⼦どもの姿勢、授業への集中

知識重視、理解、技能

社会の在り⽅、社会における個
⼈の在り⽅(リベラリズム)

⾼次の資質能⼒
わかる
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教科書に書かれていること
（⼩６・分数）

学習指導要領に書か
れていること

教科の本質

教材研究を氷⼭モデルで考えると
分数の意味を理解させるための学習課題

分数の意味

数の計算の拡張

整数→端数（はしたの数）→⼩数・分数
同分⺟の加減

異分⺟の加減、整数・⼩数の乗除
分数の乗法・除法

学習指導要領の⽂⾔は
そのまま読んでもわか
らないことが多い

学校経営を氷⼭モデルで考えると
学校で起きている現象

(荒れ、低学⼒)

教師と児童との信頼関係
授業規律の状況
校内研究体制

職員室⽂化
教師が共有する授業観

個々の教師の教育観、組織観

出来事
何が今起きたか

パターン・傾向
最近何が起きていたか、
類似した状況があるか

組織構造
パターンを引き起こすために

働いているのは何か

メンタル・モデル
この状況を続くことを許す

ものの考え⽅



5

ルール 役割分担

教師 ⼦どもの学び

授業観
三⾓形四⾓形モデル

学⼒三層構造

コミュニティ

学校における問題は
授業観と組織の問題
が絡み合っている

道具 指導法

カリキュラム

教材
⾃らの授業観を

⾃覚していない場合が多い
←他者の介⼊により⾃覚

授業観を可視化する三⾓形四⾓形モデル
「あなたの授業はどれが近いですか？」

千々布著『先⽣たちのフロネーシス』2025年 p79-81
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知識の有意味な
使⽤と創造
（使える）

知識の意味理解
と洗練(わかる)

知識の獲得と定着
(知っている・でき

る)

授業観の三層構造

石井英真『授業づくりの深め方』2020年 p41を千々布改編

単元の理解を元にした問題解決や創造（思考
⼒・判断⼒・表現⼒）
⾒⽅・考え⽅の獲得＝教科の本質

単元の⽬的を理解（知識･技能）
概念的知識の獲得

教科書の記述内容
事実的知識

使える

わかる

知ってい
る・できる

By CHICHIBU

授業観を可視化する学⼒三層構造
「好きな単元で⽬指す⼒を書いてください」
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ある研究校の変容

あれもこれも
話し合いの型、学びのプロセス、

ＩＣＴ、振り返り、問い

技術志向
話し合いの型
学びのプロセス

トップダウンの雰囲気
疑問を持っても⾔えない、⾔わない

エージェンシー尊重
⾃分の教科なら、⾃分ならとい

う前提で考えさせる

教科の本質追究
教科毎に⽬指す本質を追究
教科観を△□で明⽰化

教科の本質を⽣徒の姿で語る
話し合いの型等は教科の本質に
つながるかという視点で考察

ルール

道具

コミュニティ 分業

教師 ⼦どもの学び

事例校の変容
技術志向

あれもこれも
トップダウン

教科の本質を志向
教師のエージェンシー尊重
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教科の本質を「わかる」組織変容

教科の本質＝学習指導要領の記述を超えた教師の理解

詩の表現や構成に着⽬し「うつくしさ」についての考えを深めていく⽣徒の姿に、本単元に
おける教科の本質を⾒いだしたい。「美」とは⾃然、芸術、⽣き⽅など、様々な捉え⽅があ
る⼀⽅で、いずれも⾔葉にしようとすると表現しづらい⾯ももち合わせた、⾮常につかみ所
のない存在であると考える。感じ⽅も⼈それぞれで、本単元で扱う詩に表現された「美」に
も、作者⾃⾝の⾒⽅や考え⽅が⾊濃く表れている⼀⽅で、読み⼿が同様の感情を抱いている
とは⾔い切れない⾯がある。⼀つ⼀つの⾔語表現と向き合う中で、⾃分にとっての美しさを
捉え直していく活動を⽬指したい。

ウィギンズ＆マクタイ
「理解」とは知識を説明・解釈・応⽤できる能⼒

学習指導要領の⽂⾔を
使⽤しないで単元⽬標
を記述してください

ルール

道具

コミュニティ 分業

教師

わかるの意義を⽬指す
組織⽂化の形成

三層構造による
校内研修

研究主任の
リーダーシップ

事例校の変容

⼦どもの学び
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あなたの考える学校経営はどれが近いと思いますか

千々布著『先⽣たちのフロネーシス』2025年 p79-81

埼⽟県の学⼒調査順位の変遷

埼⽟県版学⼒調査
開始
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福岡県の学⼒調査順位の変遷

学⼒向上推進強化
市町村事業

クラスター⾮常勤
講師派遣事業

教育事務所学校訪問
訪問時にＩＲＴ調査のデータに

基づく学校指導

各学校が主体的に
学校改善

埼⽟県 福岡県

ＩＲＴ調査の実施 学⼒向上推進強化市町村事業
クラスター⾮常勤講師派遣事業

各学校の⾃⼰評価

市町村教育委員会の
意識改⾰

各学校の意識改⾰

各学校が主体的に
学校改善
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ルール

道具

コミュニティ 分業

教師

学校の組織⽂化はどうなっているか
それをどう変える必要があるか

どのような仕組みを
校内に構築するか

誰がどのように動く必
要があるか

⽬指す⽅向性 どのような指導⽅法
を⼯夫するか

⼦どもの学び

教師はどのような授業観を持っているか
⼦どもは学校の授業をどう受け⽌めているか

参考⽂献


